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論  文  題  目  
 
Lagrange-Galerkin schemes  
with a locally linearized velocity  















































































論文は 8 つの章と付録から成っている．各章の内容は次のとおりである． 
第 1 章は導入部であり，ラグランジュ・ガレルキンスキームの概要とその
問題点，本論文の目的が述べられている．  














である．時間離散最大値／空間 H 1 ノルムを用いたとき，1 次または 2 次要素
に対して収束次数は最良であり，時間離散最大値／空間 L 2 ノルムを用いたと
き， 1 次要素に対して最良である．スキーム LG-LLV は，常微分方程式系の
厳密解を使わず数値積分も使っていないため，厳密に計算することができる．


















散最大値／空間 H 1 ノルムで圧力を時間離散 L 2／空間 L 2 ノルムで計ったとき，
これらの要素で収束次数は最良である．更に，流速を時間離散最大値／空間
L 2 ノルムで計ったとき，ミニ要素で収束次数は最良である．  空間 2 次元に




分を用いるスキームでは不安定であるが，スキーム LG -LLV では安定に計算
できることが分かる．正三角形領域におけるキャビティ問題では，数値的定
常解を計算し，レイノルズ数に関して定常解の分岐が起きていることが観察
されている．   
第 7 章では，局所線形化流速を用いた写像から成る合成関数を使うとき，
要素外力ベクトルを高速に計算するためのアルゴリズムが示されている．  
第 8 章では本論文の結論が述べられている．  
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